


要約:在胎 26週から 41 週の risk babyについて呼吸・循環状態が落ち着いた 35 週から 41

週の時点での general movement(GM) を評価し、従来の神経学的診察法や頭部エコー・ MRI

といった画像診断とを比較した。脳幹の障害をきたした児ではほとんど GM が出現せず、

大脳皮質を障害された児では GM は出現するもののその動きはぎごちなくけいれん様の特

徴的な動きであった。また神経学的診察で異常を指摘されない時にも GM の異常がみられ

ることがあきらかとなった。 GM の評価は児にとって非侵襲的で容易に反復しておこなえ

る評価法として有効であると考えられた。


